平成27年6月15日

日本インターンシップ学会

　関東支部会員 各位

関東支部　　　　　　

　支部長　折戸　晴雄

『インターンシップ事例集』（仮）原稿執筆への応募のお願い（２案）
拝啓　雲の晴れ間の青空も懐かしく、会員の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。関東支部の活動につきましては、多大なるご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

３月に出版されました日本インターンシップ学会関東支部監修 折戸晴雄・服部治・横山晧一編集『インターンシップ入門　就活力・仕事力を身につける』（玉川大学出版部）につきましては、お蔭様でご好評をいただくことができました。これを受けて、関東支部では、玉川大学出版部より、第２弾となる『インターンシップ事例集』（仮）の発刊を企画し、出版計画をすすめております。つきましては、下記のとおり、原稿執筆者を募集いたしますので、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。

関東支部では、会員の先生方のこれまでの研究成果をふまえた素晴らしい書籍を世に送り出すことによって、本学会はもちろん、我が国のインターンシップのますますの発展に尽くしたいと考えております。「日本インターンシップ学会関東支部会員の所属する各大学におけるインターンシップの取り組み状況を事例として紹介するとともに、受け入れ先の状況、今後の普及・促進にむけた課題についての考察をおこなうことによって、インターンシップの今後の在り方を模索するための一助となることを目指す。」という出版の趣旨にご賛同くださる多くの先生方からの応募をお待ちしております。

敬具

記

Ⅰ．応募に際しての注意事項

１．ご執筆いただきたい原稿は、

(1)「各大学におけるインターンシップの取り組み状況」における事例

(2)「企業等におけるインターンシップの受入れ状況」における事例

となります。（仮フォームは、別紙①ならびに別紙②をご参照ください。）

２．各大学の事例は、学部ごとに、(1)〈法・経済・経営・商系〉(2)〈文・教・外・家系〉(3)〈理・工系〉(4)〈医・歯・薬・農水系〉の４つに分類し掲載する予定です。分野や系統の偏りが生じた場合には、調整を行わせていただくことがございます。

３．企業等の事例は、(1)〈企業〉(2)〈官公庁〉(3)〈学校〉(4)〈医療機関〉(5)〈各種団体〉(6)〈その他〉の６つに分類し掲載する予定です。分野や系統の偏りが生じた場合には、調整を行わせていただくことがございます。

４． ご応募いただいた先生方には出来る限り執筆をお願いする予定でおりますが、紙面の都合上、ご希望に沿えないこともございます。また、必要に応じて、再募集をおこなう場合がございます。

Ⅱ．今後のスケジュール（予定）

	日　時
	事　　　項

	～７月１０日
	応募の受け付け

	～７月２０日
	応募状況の確認

	８月１日～
	執筆依頼・原稿の作成

	～９月３１日
	原稿締め切り

	～１１月３０日
	編集・校正作業

	１月ごろ
	出版


Ⅲ．応募方法など

　　１．次のフォームに必要事項を記入し、メールの本文にコピーしたものをお送りください。

〔『インターンシップ事例集』（仮）執筆応募フォーム〕


　　　　１．所　属：（大学名と学部名）

　　　　２．氏　名：（漢字およびふりがな）

　　　　３．連絡先（メールアドレス）

　　　　４．執筆希望項目（不必要なものを削除してください。複数の応募可）

(1)「各大学におけるインターンシップの取り組み状況」における事例

①〈法・経済・経営・商系〉

②〈文・教・外・家系〉

③〈理・工系〉

④〈医・歯・薬・農水系〉

(2)「企業等におけるインターンシップの受入れ状況」における事例

①〈企　業〉

②〈官公庁〉

③〈学　校〉

④〈医療機関〉

⑤〈各種団体〉

⑥〈その他〉

　　２．応募先

　　　　　tsmshoseki@tamagawa.ac.jp（折戸）
　　　　　件名は必ず「インターンシップ事例集執筆応募○○○○」（○○○○にはお名前をご記入ください。）としてください。

　　３．その他応募についてご不明な点などがございましたら、下記にお問い合わせください。
　　　　　tsmshoseki@tamagawa.ac.jp（根木・山口）
　　　　　件名は必ず「インターンシップ事例集執筆問い合わせ○○○○」（○○○○にはお名前をご記入ください。）としてください。

　　４．この件に関する今後の情報につきましては、関東支部のHPにてお知らせいたします。

以上

調査実施日　　年　　月　　日

1.授業の概要

	大学名
	
	学部・学科
	

	授業科目名
	
	開設の時期
	

	必修・選択
	
	単位数
	

	運営の主体
	
	受講者数
	


2.取り組みのポイント
	


3.授業の目標と計画

	授業の目標
	

	授業計画
	テーマ
	内　　容

	第１回
	
	

	第２回
	
	

	第３回
	
	

	第４回
	
	

	第５回
	
	

	第６回
	
	

	第７回
	
	

	第８回
	
	

	第９回
	
	

	第10回
	
	

	第11回
	
	

	第12回
	
	

	第13回
	
	

	第14回
	
	

	第15回
	
	

	評価の方法
	

	教科書
	

	参考書など
	


4.事前・事後指導について
	事前指導
	

	事後指導
	


5.インターンシップ先との連携

	担当部署等
	

	連携先について
	

	連携先の確保
	

	依頼の方法
	

	派遣までの流れ
	


6.実施にあたっての配慮事項

	


7.成果と課題

	


執筆者（　　　　　　）
調査実施日　　年　　月　　日

1.受入の概要

	企業名
	
	所在地
	

	主な受入部署
	

	主な受入期間
	

	受入者数(実績)
	


2.受入の要件等
	


3.受入の目的と体験の内容ならびに方法
	受入の目的
	

	体験の内容
	

	体験の方法
	


4.受入の条件について

	応募要件
	

	費用の負担など
	


5.大学との連携

	担当部署等
	

	連携大学について
	

	連携大学の確保
	

	依頼の方法
	

	受入までの流れ
	


6.実施にあたっての配慮事項

	


7.成果と課題
	


執筆者（　　　　　　）
別紙①：各大学におけるインターンシップの取り組み状況





別紙②：企業等におけるインターンシップの受入れ状況








